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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は，材料表面の官能基とCa2+との結合の安定性が，体液環境下でのアパタイト形成能を
支配する重要な因子となることを実験的あるいは計算科学的手法によりに見出したものであり，
骨親和性に優れた有機-無機複合体の設計において工学的に有益な指針を与えるものである。 
 審査委員からは，用いたモノマーの選定理由，従来のアパタイト作製手法との比較，X線光電
子分光法をアパタイト形成解析に用いることの妥当性，表面反応の速度論的解釈などに関する質
問があり，いずれも著者から明快な回答が得られた。また，公聴会においても，多数の出席者が
あり，種々の質問がなされたが，いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した結果，
本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
